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聖書に学ぶ 36 

Ⅰサムエル記 23:1～29 

祭司アヒメレク一族を惨殺したサウル王に対する恐れが国中に広がる中、お尋ね者のダビデ

は、サウル王の手の届かない所を探して、敵のペリシテの地に、乾燥した不毛の荒野に居場所

を移してさまよいました。 

ダビデが依り頼んでいたのは人ではなく、主なる神でした。今回も彼は主に祈り、主の導き

を信じて行動し、ギリギリのところで難を逃れることがでました。 

 

今日の学びの要点   

神様は主を信じ愛する者のために、全能の御手を動かして、守って下さるかたです。 

ダビデのように、始める時、進む時、やめる時、自分が全部決めるのではなく、主から 

一つ一つ成すべきことを聞き、与えられた主のみことばに従う者とされたい。 

 
 

Ⅰ､ケイラを救ったダビデ 

１、アドラムのほら穴に避難していたダビデ 

にある情報がもたらされました。 

どのような情報でしょうか。 
（Ⅰサムエル記 23:1） 

 

 
①ダビデはケイラの人々のため、まず何をしましたか 

(Ⅰサムエル記 23:2 ) 

  

②ダビデは従者たちの進言と主からのみことばとどちらを優先しましたか。 
(Ⅰサムエル記 23:５ ) 

 

2、そのことを知ったギベアにいたサウル王が、ケイラに攻め囲もうと 

出てくるのを知ったダビデは何をしましたか。(Ⅰサムエル記 23:9～13 ) 

 

 ①神からの応えを聞くときに用いる祭司のエポデ (ウリムとトンミムが入っている) 

を持ってきた。(Ⅰサムエル記 23:9 ) 
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②主が言われる、サウル王が攻めてきた時のケイラの人々の対応は… 

(Ⅰサムエル記 23:11～13 ) 

 

 

 Ⅱ、ヨナタンの励まし 

1、ジフの荒野で隠れているダビデの所にヨナタンが来ました。 

ヨナタンは何のために来たのでしょうか。(Ⅰサムエル記 23:16～18 ) 

①ダビデを励ます。(Ⅰサムエル記 23:16 ) 

  

②神の祝福がダビデにあり、ダビデが次の王になることを認めた。(Ⅰサムエル記 23:17 ) 

  

2、どうして、ダビデの居場所がわかったのでしょうか。 

・ヨナタンには忠実な部下がいた。(Ⅰサムエル記 14:7 ) 

・サウルの動きをダビデに伝えていた 

 

Ⅲ、仕切りの岩山   (Ⅰサムエル記 23:18～29 ) 

1、詩篇 54：1～3 を読みましょう。身近に迫る危機を感じて、ダビデは 

  どのように祈っているでしょうか。 

 

2、マオンの荒野で、サウル王は 1 つの岩山を隔てているだけの近距離まで

迫ってきました。(Ⅰサムエル記 23:26～29 ) 

①ダビデは危うく難を逃れることができたのは、どのような理由でしたか。 

(Ⅰサムエル記 23:27 ) 

  ②詩篇 54：4～7 で、主に感謝するダビデの思いを読みましょう。 

 


